
補助事業番号 22‐2‐349 

補 助事業名 平成 22 年度 福祉車両の整備補助事業 

補助事業者名 社会福祉法人 順和会 

 

1. 補助事業の概要 

(1) 事業の目的 

  現在、当施設では福祉車両が不足しているため、デイサービスでは（送迎に要す

る時間が長くなり、始めに乗車した利用者に負担が掛かっている。また曜日によって

送迎できる地域が限られ、急遽利用日を変更したいと希望されても対応できない。）、

施設でも（病院受診する際、車両が送迎から戻って来るまで出発できない等）の問題

がある。福祉車両を整備することで、デイサービスでは、送迎時間の短縮や送迎可能

地域の拡大、利用者の利用希望日にも対応が可能になる。施設入所者の緊急時の際、

速やかに病院受診が可能になる。また、施設での活動においても荘外行事等が計画し

やすくなることで、入所者の生活に楽しみが生まれる等、社会福祉の増進に寄与する

ことを目的とする。 

(2) 実施内容 

  現在の送迎問題を解決することで、利用者が希望される日に対応でき、安心して

サービスを利用していただく。利用される方の生活に生きがいや楽しみを持っていた

だくと共に、介護している家族の方の介護負担軽減にも役立つことができる。在宅に

て介護するには「家族の介護力」が必要であり、施設はそのサポートを行なわなけれ

ばならない。地域の方が安心して生活できるよう「在宅介護」を支えていくために、

移送車を競輪の補助金により整備したい。 

 

2. 予想される事業実施効果 

新たに送迎車両を整備することにより、デイサービスでは効率的な配車を組むこと

ができ、送迎に要している時間の短縮化が図れる。これにより、利用者の送迎時の身

体的負担とリスクが軽減できる。また送迎能力が向上することで、送迎可能な地域が

拡がり、利用者や家族の都合による利用日の変更・追加、今まで送迎出来なかった地

域からの新規利用者の受入れにつながる。利用者・入所者への提供するサービスでは、

ドライブ等の荘外行事プログラムを増やすことができる。外へ出かける機会が少ない

利用者・入所者にとって、荘外行事は楽しみの一つであり要望も多い。荘外行事を行

うことで、生活の楽しみを増やすことにつながる。計画する側としても、デイサービ

スでは、一度に参加できる利用者数を増やすことができ、車いすを使用される方にも

対応できる。施設においては、車両使用に余裕ができるために荘外行事の計画を立て

やすくなる等、車両整備による効果は大きいと予想される。 

 

3. 本事業により作成した印刷物 

     無し 

 

4. 事業内容についての問い合わせ 

団 体 名：社会福祉法人 順和会（ジュンワカイ） 

 1 



 2 

住  所：869－1404 

      熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽字水溜４４６３番地 

代 表 者：理事長 上村 順一（ウエムラ ジュンイチ） 

担当部署：事務課（ジムカ） 

担当者名：事務主任 林田 尚士（ハヤシダ ヒサシ） 

電話番号：0967－67－2500 

F  A  X ：0967－67－2503 

E‐mail ：hinookasou@leaf.ocn.ne.jp 

U  R  L ：無 
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